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研究成果の概要（和文）： 意識や内省と呼ばれる自身の心の内部への能動的アクセス、及び読

心と呼ばれる他者の心的状態の理解の発生過程、ならびにそれらの相互関連性を、広範な種比

較と発達比較を通じて多面的に検討した。その結果、霊長類のみならずイヌや鳥類にもこれら

の認知的メタプロセスが存在することが明らかになった。また霊長類は自身の利益には無関係

な第３者の評価をおこなうなど、優れた他者理解機能を持つことを示した。さらに、他者理解

は対応する自己経験により促進され、自己理解と他者理解に確かに関連性があることを示した。 
 
研究成果の概要（英文）： We studied evolution and development of (a) active meta-access to 
agents’ own mental states referred to as awareness and self-reflection, (b) understanding of 
others’ mental states often labeled mindreading, and (c) interrelationship of the two by 
phylogenetic and ontogenetic comparisons. We have found that species including primates, 
dogs, and birds share such cognitive meta-processes. Nonhuman primates have been found 
to show excellent understanding of others as shown by their evaluating third-party 
interactions that have no value to themselves. We have also found that understanding 
others is enhanced by corresponding experience of the agents. This suggests strong 
relationship between understanding self and understanding others. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 意識や内省と呼ばれる自身の心の内部へ
の能動的アクセス－認知的メタプロセス－
は、成人において最高度に発達した高次認知
機能である。そうした心への能動的アクセス
は他者にも向けられ、読心や心の理論と呼ば

れる他者理解の機能を実現する。これらの高
度な営みは 40 億年にわたる進化史と 20 年
に及ぶヒトの生育史を背景に形成される。 
(2) 近年の比較認知科学の発展により、心的
機能の進化的連続性と多様性が示されてき
た。代表者も、ヒトを特徴づけると考えられ
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た推論、計画性、因果認識、欺き、協力、思
いやりなどが、霊長類を初めとする諸動物に
も見られること、他方、知覚的補間や錯視な
どの基礎的環境認識においては顕著な種差
が見られることを示してきた。 
(3) こうした心の連続性と多様性の中でヒト
の心を位置づけるためには、ヒトにおいて最
高度に発達した認知的メタプロセスの発生
的起源を明らかにすることが不可欠である。 
 
２．研究の目的 
(1) 多様な認知的メタプロセスの発生過程を、
広範な種比較と発達比較により実証的に検
討し、自己理解機能の発生過程を解明する。 
(2) 同時に多様な他者理解機能の発生過程を、
同様の種比較と発達比較により、実証的に明
らかにする。 
(3) 自己理解機能と他者理解機能の相互関連
性を明らかにする。特に自己理解が他者理解
のための要件であるとの仮説を検証する。 
 
３．研究の方法 
(1) 霊長類、齧歯類、イヌ、鳥類など多様な
動物と多様な発達段階にある乳幼児を対象
に、４に述べるような多様な認知的メタプロ
セスを検討し、その性質を明らかにした。種
と年齢に関しては、それぞれの機能に応じて
選択し、手法についても柔軟に調整した。 
(2) 同時に霊長類とヒト乳幼児の多様な他者
理解機能を検討し、その性質を明らかにした。 
(3) 自己の経験と、それに対応した他者の行
為の理解が関連しているか否かを検討する
課題を、主にヒト乳幼児を対象におこなった。 
 
４．研究成果 
以下に主要な成果を述べる。 
 
(1) 項目３-(1)に係るもの 
①フサオマキザルのメタ記憶 

短期記憶課題（遅延見本合わせ）において、
遅延時間経過後に記憶テストを回避できる
選択肢を与えると、フサオマキザルはこれを
適切に利用し、自らが記憶テストを選択した
場合には、それを強制された場合よりも高い
正答率を示すことを明らかにした。すなわち
このサルは、自らの記憶痕跡の確かさをモニ
ターできることがわかった。 

これまで、新世界ザルは複数のメタ認知課
題で失敗することが報告されていたが、本研
究は世界で初めて新世界ザルが明瞭なメタ
認知能力を持つことを示した。これは霊長類
におけるメタ認知の進化史を塗り替える成
果である（Fujita 2009） 
②鳥類における確信度のメタ認知とリスク
選択 

ハトとニワトリに、まず１つだけ色の異な
る標的をつつく視覚探索課題をおこなわせ

た。反応後、画面に「リスク」アイコンと「安
全」アイコンを提示し、選択させた。「リス
ク」アイコンを選ぶと、視覚探索反応が正答
であれば確実な報酬が与えられるが、誤答で
あるとタイムアウトが与えられた。他方「安
全」アイコンを選ぶと、視覚探索の正誤によ
らず、報酬がより低い確率で与えられた。被
験体は、視覚探索の正答率が低いときに、「安
全」アイコンをより多く選択した。この行動
は、探索刺激の色を換えても、明るさの異な
る刺激にしても、模様の異なる刺激にしても
維持され、１羽のハトでは、線分長を分類す
るという全く異なる課題でも維持された。 

ハトは、複数の実験でメタ認知に失敗する
ことが報告されていたが、こうした直前の弁
別行動の精度に関するメタ認知は、鳥類にも
可能であることが世界で初めて示された
（Nakamura et al. 2011）。 
③ハトの情報希求行動 
同時に提示された３つの刺激を、定められ

た順序でつつく系列反応課題をハトに訓練
した。通常の試行では試行錯誤で正しい順序
を見つけ出すしかない。しかし半数の試行で、
次につつくべき刺激をハトに教える「ヒン
ト」キーを提示すると、ハトは、新奇系列の
学習開始直後にはこの「ヒント」キーをよく
つつくが、学習が進むと、その反応が減るこ
とを示した。つまりハトは、つつくべき刺激
順序に関する自身の持つ知識の確かさによ
って、「ヒント」希求を変えたということが
できる（Iwasaki et al. 2012）。 
本研究は、ハトが自身の知識に対するメタ

認知を持ち、行為遂行中に、適切に必要な情
報を求めることを示した世界初の研究であ
る。 
④ハトにおける予見的情報希求行動 
上記同様の系列反応課題で、課題前に既知

課題かより新奇性の高い課題のいずれが出
現するかの情報を与え、この時にハトがヒン
トつき課題かヒントなし課題のいずれを選
ぶかを検討した。ハトは新奇性の高い課題が
予測されるときに、あらかじめヒントつき課
題を選ぶことが明らかになった。 
これは、ハトが行為開始前にこのような予

見的なメタ認知的行動を取ることを示した
世界初の研究である（Iwasaki et al. 準備中） 
⑤イヌにおける偶発的記憶の利用 

エピソード記憶には重要な２つの要素が
ある。１つはそれが what-where-when とい
う３つの要素を統合した記憶であること、も
う１つは偶発的記憶であることである。第１
点はこれまでにも検討がおこなわれている
が、第２点に関しては、ほとんど研究がない。
事前の訓練は一切せず、イヌを餌や石ころが
入った複数の餌場に誘導し、うち何カ所かで
だけ餌をとらせた。十分な時間経過後、再び
餌場を訪れさせると、イヌはただ一度の経験



を利用して、適切に餌場の訪問順序を変えた。 
これは、種特異的な行動を用いず、動物に

what と where を統合した偶発的記憶の利用
が可能なことを、世界で初めて明瞭に示した
研究である（Fujita et al. 2012）。 
⑥幼児の予見的情報希求行動 

透明あるいは不透明のコップの中に隠さ
れたシールを探すゲームを幼児に行わせた。
その結果、５歳児は課題難度に応じた情報の
盗み見をすることがわかった。本実験は未発
表につき詳細は割愛（Iwasaki et al. 未発表）。 

 
(2)項目３－(2)に係るもの 
①霊長類における他者の感情的反応の利用 

フサオマキザル２個体を、箱をはさんで対
面させ、一方の個体にのみ箱の内容を見せた。
他方の個体は箱の内容は見ることができな
いが、相手の反応は見ることができた。こう
した操作の後、箱に対する観察者個体の反応
を調べた。その結果サルは、相手個体の感情
的反応を利用して接近／回避を調節するこ
とが分かった（Morimoto & Fujita 2011; 
2012）。 

霊長類が、他者の感情的反応から、その原
因となる物体を推理できることを示した実
験的研究はほとんどなく、重要な成果である。 
②霊長類における他者の福祉と労働に対す
る感受性 

２つの餌箱を挟んでフサオマキザルを２
頭対面させ、１頭（操作者）が一方の餌箱を
操作することにより、自身と相手に報酬がわ
たる場面を作った。自身が手にする餌はいず
れの箱を選んでも同じだが、相手にわたる餌
の質が箱によって異なるとき、サルは低順位
の個体に対して高質な餌を与えることが分
かった（Takimoto et al. 2010）。 
また相手に箱を開けるための操作の一部

を分担してもらうと、相手の順位にかかわら
ず、高質な餌を与えることが多くなった
（Takimoto & Fujita, 2011）。しかし、自身
の手に入れる餌を犠牲にして他者によい餌
を与えることはなかった（Takimoto & 
Fujita, 準備中）。 

これらは新世界ザルが持つ他者の福祉と
労働に対する感受性を巧妙な実験で実証し
たものであり、こうした他者との関わりを制
御する能力の進化に新たな視点を与えるも
のである。 
③霊長類における第３者の感情的評価 

２人の演技者のうち１人 A が、サルにとっ
て無意味な物体の入った透明の入れ物を開
けようとするが、うまく開けられないところ
をフサオマキザルに見せた。A はその後もう
１人の演技者 B に援助を求めた。それに対し
て B はふた開けを援助するか、あるいは拒絶
した。その後、A と B は同時にサルに対して
餌を差し出した。するとサルは、B が拒絶し

たときに限り、B からの餌の受け取り回数を
減少させた（Anderson et al. 2013a）。 
また類似した事態で、A と B がサルにとっ

て無価値な物体を交換する場面を見せた。す
ると、一方の演技者が、公平な交換が可能で
あるにもかかわらずそれをしない場合にだ
け、サルは当該人物からの餌の受け取り回数
を減少させた（Anderson et al. 2013b）。 
つまりサルは自身には関係のない第３者

間の相互交渉から、他者の何らかの属性ある
いはその時点における当該人物の気分、とい
った情報を抽出し、感情的な他者評価をする
ことが示唆された。単なる報酬との連合によ
っては説明できない他者の「値踏み」の存在
が例証されたのは本研究が初めてであり、他
者理解やヒトに見られる協力社会の進化を
解明する上で、極めて重要な成果である。 
④イヌにおける他者の信頼度の理解 
実験者が２つの箱のうち一方を指さすと、

イヌはすぐに指さされた方を選択し、隠され
た餌を取ることが知られている。第１フェイ
ズでこれを確かめた後、第２フェイズで、イ
ヌに餌の在りかをあらかじめ見せてから、実
験者はあえて逆の箱を指さした。この欺瞞的
な指さしのあと、第３フェイズで普通の指さ
しに戻すと、イヌは有意にその当該人物の指
さしに従わなくなった。別人物の場合にはそ
のようなことはなく、第２フェイズにおける
欺瞞がその原因だと考えられる。すなわちイ
ヌは他者の信頼度のようなものを他者の行
為から読み取って、柔軟に応答を変えること
がわかった（Takaoka et al. 準備中） 

 
(3)主として項目３－(3)に係るもの 
①乳児において自身の視覚経験が他者の目
的的行為の理解に及ぼす効果 

8 ヶ月齢、12 ヶ月齢の乳児に、ジュースを
コップに注ぐ、コップを積み上げるなどの行
為の映像を見せ、その間の注視時間を測定し
た。行為の主体者は目隠しをしている場合と
していない場合があり、行為には成功する場
面と失敗する場面があった。目隠しを経験し
ない乳児では、目隠しをした演技者が行為に
成功する場面と失敗する場面で注視時間に
差は見られなかったが、目隠しを経験させる
と、12 ヶ月齢の乳児では、不可能な行為に対
する注視が長くなった。すなわちこの月齢の
乳児では、状況による自身の視覚的経験の変
化を経験することが、当該状況におかれた他
者の行為の理解を促進することがわかった
（Myowa-Yamakoshi et al. 2011） 
②ヒト乳児とチンパンジーにおける他者の
行為への注意と目的理解 
演技者がジュースをコップに注ぐなどの

目的を持った行為をおこなっているビデオ
を乳児とチンパンジーに見せ、その間の視線
を解析した。ジュースを注ぐ行為を自身で行



える成人、チンパンジー、及び 12 ヶ月児で
は、ジュースがコップ（目標物体）に注がれ
る前に予期的な視線移動が目標物体に対し
生じたが、これを自身で行えない 8 ヶ月児で
は視線移動はジュースが注がれた後だった。 
すなわち、他者の行為の目標の認識には、

自己に同じ動作ができることが重要な影響
を及ぼすことが分かった。しかし、こうした
映像観察中の演技者の顔への注視時間はチ
ンパンジーでのみ非常に短く、チンパンジー
は行為者よりも行為の対象物により注意を
向けるという種差も示された（Myowa- 
Yamakoshi et al. 2012）。 
③乳児における他者の行為の目標の予測 

テーブル上に置かれた２つの物体の一方
に向けて腕あるいはマジックハンドが伸び、
物体に触れる映像を乳児と成人に見せ、その
際の視線移動を測定した。成人では手の向き
（手の甲か手のひらか）によらず、またマジ
ックハンドについても、物体にそれらが到達
する前に、そこへの予期的な視線の移動が見
られた。物体へのリーチング運動の可能な 6
ヶ月齢以上の個体では、手の甲を上に向けた
手の動きに対して、予期的な視線移動が生じ
た。しかし 4 ヶ月児ではこれはみられなかっ
た。すなわち、他者の行為の目標の帰属は、
自己の可能な行為についてのみ生じること
が示唆された（Kanakogi & Itakura 2011） 
④幼児における他者の覗き見行動の予測 

カーテンで仕切られた部屋の一方で、幼児
と実験者が宝探しゲームをした。幼児が入れ
物にシールを隠し、隣室にいる実験者がやっ
てきて隠し場所を当てるゲームであった。こ
のゲームのあと、幼児を隣室に誘導し、実は
カーテンに穴が開いていて、部屋の様子が見
えることを教えた。その後もう一度宝探しゲ
ームをさせたところ、５歳児はカーテンの穴
を気にし、場合によっては穴の様子を見に行
く行為をした。４歳児ではこの効果は部屋で
誰かが宝を隠す行為をしている場面を見た
場合だけ生じた。３歳児では全く効果は見ら
れなかった。すなわち、幼児は自身の経験か
ら他者の行為を予測できるが、４歳児ではそ
れは場面特異的であり、５歳になって初めて
それが別場面に応用可能になることがわか
った（Kuroshima et al. 準備中） 
⑤イヌと幼児における他者の動作からの環
境の推理 

実験者が重い扉と軽い扉を開けて、報酬を
取り出すところを３歳児とイヌに見せた。そ
の後、自身で扉を選択させたところ、実験者
の行為の効果は見られなかった。しかし、自
身で扉の重さを経験させてから同様の行為
を見せると、イヌも３歳児も、軽い方の扉を
選択することがわかった。すなわち、自身の
経験した行為に関しては、他者の行為から、
当該環境に関する推理が可能であることが

わかった（Nabeoka et al. 準備中） 
 
このように本研究は、多様な認知的メタプ

ロセスがヒト以外の動物に共有されている
ことを示した。特にこれまで不可能だとされ
てきた鳥類にもそれが可能であったことは
重要である。これはこの高次認知過程が思い
のほか広範囲の動物に分有されていること
を示唆し、このプロセスが非常に高い適応的
価値を持つことを示唆している。 

同時に本研究は、霊長類やイヌの高い他者
理解能力を示した。特にチンパンジーにも勝
るフサオマキザルの他者の行動に対する感
受性は特筆される。これはヒトに向けた直線
的向上進化という陥りがちなわなに対する
強い警鐘である。また、このサルに第３者の
感情的評価が可能なことを示したことは、ヒ
トの協力社会を可能にする行動要素が、決し
てヒト特有のものではないことを意味し、協
力社会の進化のストーリーを書き換えるこ
とを要求するものである。 

さらに(3)の①～⑤の結果は、行為や認知対
象によりそれが可能になる月齢や年齢は異
なるが、いずれも自身の行為の経験が、対応
する他者の行為の予測や理解を促進するこ
とを一貫して示している。またそれは乳幼児
だけではなく、少なくともイヌで同様の効果
が見られている。これは自己理解が他者理解
の必要条件であるという仮説に合致した結
果と言える。 
今後は、認知的メタプロセスの動物界にお

ける分布をより広範囲の動物種を対象に明
らかにしていく作業と、その適応的価値を、
読心以外のさらに多様な認知的行動に探っ
ていくことが、重要な課題である。 
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